
2月定例会の
審議結果

（7） （6）

２月定例会で審議した市長提出議案104件、議員提出議案16件の審議結果は、次のとおりです。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　                                                                                                   （○＝賛成、×＝反対）
自民党＝自由民主党京都市会議員団（23人）　　　 共産党＝日本共産党京都市会議員団（１5人）
民主･都＝民主・都みらい京都市会議員団（13人）　公明党＝公明党京都市会議員団（1２人）
京都党＝地域政党京都党京都市会議員団（4人）　　み・無＝みんなの党・無所属の会（2人）（　）内は３月27日現在の議員数

意
見
書
・
決
議〔
要
旨
〕

２
月
定
例
会
で
は
、
意
見
書
５
件

（
い
ず
れ
も
国
へ
の
要
望
）
と
決
議
５

件
を
可
決
し
ま
し
た
。
（
審
議
結
果
は

上
記
参
照
。
全
文
は
市
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
）

意
見
書
に
つ
い
て
は
、
内
閣
総
理
大

臣
な
ど
、
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
食

費
の
１
食
単
位
で
の
設
定
義
務
付
け
を
求
め

る
意
見
書

介
護
保
険
に
お
け
る
施
設
入
所
者
や
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
利
用
者
の
食
費
及
び
居
住
費（
滞
在

費
）に
つい
て
は
、平
成
17
年
の
制
度
改
正
で
保
険

給
付
か
ら
外
さ
れ
、利
用
者
と
施
設
等
と
の
契

約
に
よ
り
利
用
者
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

国
は
、シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
つい
て
は
入
所
期
間
も

短
い
こ
と
か
ら
、１
食
ご
と
に
設
定
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
し
つつ
、利
用
者
と
施
設
等
と
の
契

約
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

１
食
単
位
で
の
設
定
を
義
務
付
け
る
こ
と
ま
で

は
し
て
い
な
い
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
つい
て
、１
日
単
位
で
の
食

費
設
定
の
施
設
等
が
な
く
な
る
よ
う
、必
要
な

措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

父
子
家
庭
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

１　

  

遺
族
基
礎
年
金
の
父
子
家
庭
へ
の
拡
充

策
と
し
て
、
死
別
の
父
子
家
庭
の
父
に
お

い
て
も
支
給
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、
父

と
子
が
共
に
暮
ら
し
て
い
て
も
子
に
遺
族

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
改
正
す
る

こ
と
。

２　

  

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
、
高
等
技

能
訓
練
促
進
費
等
事
業
及
び
特
定
就
職
困

難
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
対
象
を
父
子
世

帯
に
も
拡
大
す
る
こ
と
。

介
護
保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営
の
た
め
の

対
応
を
求
め
る
意
見
書

１　

  

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
増
加
に
伴
い
上
昇
す
る

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、
費
用
負
担
の
在

り
方
を
は
じ
め
、
持
続
可
能
な
も
の
と
な

る
よ
う
、
早
急
に
検
討
す
る
こ
と
。
と
り

わ
け
、
低
所
得
者
の
保
険
料
や
利
用
料
の

負
担
に
つ
い
て
軽
減
策
を
強
化
す
る
こ
と
。

２　

  

質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
安
定
的
に

確
保
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
介
護
職

員
の
処
遇
改
善
を
は
じ
め
と
し
て
必
要
な

対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

３　

  

制
度
改
正
や
介
護
報
酬
改
定
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
や
利
用
の
実
態
を
踏
ま
え
、

そ
の
効
果
や
課
題
を
的
確
に
把
握
、
検
証

し
た
う
え
で
、
必
要
な
見
直
し
を
適
切
に

行
う
こ
と
。

若
者
雇
用
を
巡
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
を
求
め

る
意
見
書

１　

  

新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化

と
中
小
企
業
に
関
す
る
情
報
提
供
体
制
の

充
実
を
図
る
こ
と
。

２　

  

企
業
現
場
で
の
実
習
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
を
行

う
「
有
期
実
習
型
訓
練
」
を
実
施
す
る
中

小
企
業
に
対
す
る
助
成
金
制
度
を
拡
充
す

る
こ
と
。

３　

  

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
強
化
型
事
業
や
「
ド
リ
ー

ム
マ
ッ
チ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
継
続

又
は
同
様
の
取
組
の
拡
充
を
図
り
、
学
生
と

中
小
企
業
の
接
点
を
強
化
す
る
こ
と
。

４　

  

地
域
の
中
小
企
業
と
関
係
団
体
が
協
力

し
、
新
入
社
員
へ
の
基
礎
的
な
職
業
訓

練
・
能
力
開
発
を
一
体
的
に
実
施
す
る
な

ど
、
中
小
企
業
へ
の
定
着
支
援
の
充
実
を

図
る
こ
と
。

戸
別
所
得
補
償
制
度
の
見
直
し
等
、
農
業
政

策
の
立
て
直
し
を
求
め
る
意
見
書

１　

  

地
域
の
特
性
や
実
情
に
応
じ
た
水
田
活

用
が
進
む
よ
う
、
制
度
・
予
算
の
両
面
か

ら
充
実
を
図
る
こ
と
。

２　

  

政
権
交
代
直
後
に
大
幅
に
削
減
さ
れ
た

農
業
農
村
整
備
事
業
及
び
強
い
農
業
づ
く

り
交
付
金
な
ど
に
十
分
な
予
算
を
復
活
す

る
こ
と
。

３　

  

計
画
的
な
食
料
自
給
率
の
向
上
や
農
地

の
規
模
拡
大
な
ど
、
目
指
す
べ
き
政
策
目

標
を
明
確
に
し
、
計
画
的
に
実
現
で
き
る

よ
う
な
予
算
編
成
・
執
行
を
す
る
こ
と
。

介
護
保
険
料
軽
減
に
向
け
、
国
及
び
京
都
府

に
対
し
取
組
強
化
を
求
め
る
決
議

介
護
保
険
料
軽
減
に
向
け
、
京
都
府
と
も

連
携
し
、
国
に
対
し
て
国
庫
負
担
割
合
の
引
上

げ
を
求
め
る
と
と
も
に
、
京
都
府
に
対
し
て
は
、

介
護
保
険
料
軽
減
に
資
す
る
交
付
金
の
更
な
る

拡
充
を
強
く
求
め
る
こ
と
。

市
会
が
採
択
し
た
請
願

○
阪
急
西
院
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化　

　
２
件　
　
　
　
　
　
〔
右
京
区
〕

○
Ｊ
Ｒ
桃
山
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化　

　
２
件　
　
　
　
　
　
〔
伏
見
区
〕

第 61 号　平成 24 年（2012 年）5 月 15 日京都市会だより

件　　　　　　　　　　　　名 審議結果

会　派　名
自
民
党

共
産
党

民
主
･
都

公
明
党

京
都
党

み
・
無

２4　年　度
予 算 案

特別会計（母子寡婦福祉資金貸付事業、地域水道、京北地域水道、特定環境保全公共下水道、中央卸売市場第一市場、中央
卸売市場第二市場・と畜場、農業集落排水事業、雇用対策事業、土地区画整理事業、土地取得、基金、市公債、市立病院機
構病院事業債）、公営企業会計（水道事業、公共下水道事業、高速鉄道事業）

可 　 　 決
　[付帯決議

２面参照]

○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計、特別会計（国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者医療、駐車場事業）、  公営企業会計（自動車運送事業） ○ × ○ ○ ○ ○

２3　年　度
補 正 予 算 案 一般会計、特別会計（国民健康保険事業、介護保険事業、地域水道、京北地域水道、特定環境保全公共下水道、土地取得、基金） 可 　 　 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

条 例 制 定 案

特定非営利活動促進法施行条例、暴力団排除条例、障がい者制度改革推進本部等における検討を踏まえて障害保健福祉施策
を見直すまでの間において障害者等の地域生活を支援するための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整備
に関する条例、介護サービスの基盤強化のための介護保険法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する
条例、児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例、理容師法に基づく衛生上必要な措置等に関する条例、美容師法に
基づく衛生上必要な措置等に関する条例、興行場法に基づく公衆衛生上必要な基準に関する条例、公衆浴場法に基づく衛生
上必要な措置の基準等に関する条例、クリーニング業法に基づく衛生上必要な措置に関する条例、伝統的な木造建築物の保
存及び活用に関する条例、市長等の給与の額の特例に関する条例、  動物愛護事業推進基金条例

可 　 　 決

○ ○ ○ ○ ○ ○

公立大学法人京都市立芸術大学に職員を引き継ぐ京都市の内部組織を定める条例、市立大学奨学基金条例及び市立芸術大学
芸術教育振興基金条例を廃止する等の条例、公営企業における補助金等をもって取得した資産の滅失等に伴う資本剰余金の
処分に関する条例

○ × ○ ○ ○ ○

条 例 改 正 案

浄化槽保守点検業者の登録に関する条例、事務分掌条例、職員の育児休業等に関する条例、職員退職手当支給条例、区役所
の名称及び位置に関する条例、動物園条例、旅館業法施行令に基づく構造設備の基準に関する条例、福祉事務所設置条例、
児童福祉センター条例、子ども医療費支給条例、母子福祉センター条例、母子家庭等医療費支給条例、老人医療費支給条例、
重度心身障害者医療費支給条例、屋外広告物等に関する条例、市営住宅条例、道路占用料条例、里道管理条例、市立特別支
援学校条例、図書館条例、社会福祉奨学基金条例、乗合自動車旅客運賃条例

可 　 　 決
○ ○ ○ ○ ○ ○

職員定数条例、職員給与条例、介護保険条例、食品衛生法に基づく管理運営基準に関する条例、市税条例 ○ × ○ ○ ○ ○

そ の 他 の
議 案

全国自治宝くじ事務協議会を設ける普通地方公共団体の数の増加及び全国自治宝くじ事務協議会規約の変更に関する協議、辺
地に係る総合整備計画（北区杉阪・氷室地域）の策定、辺地に係る総合整備計画（左京区花脊北部地域）の策定、町の区域の変更、
包括外部監査契約の締結、市立小学校冷房化等事業実施契約の変更、京都御池中学校・複合施設整備等事業実施契約の変更、一
般国道162号道路改良（トンネル新設）工事請負契約の変更、市立神川中学校増築工事請負契約の変更、都市高速鉄道京阪電気
鉄道京阪本線淀駅及びその付近立体交差化工事委託契約の変更、市道路線の認定、訴えの提起 4件、訴えの提起（裁判上の和解
を含む。） 2件、澱川右岸水防事務組合規約の変更に関する協議

可 　 　 決
○ ○ ○ ○ ○ ○

控訴の提起 ○ × ○ ○ ○ ○

固定資産評価審査委員会委員の選任８件
同 　 　 意

○ ○ ○ ○ ○ ○

副市長の選任 2件、教育委員会委員の任命 ○ × ○ ○ ○ ○

人権擁護委員の推薦 可と認める ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 員 提 出
議 案

市会委員会条例の一部改正、市会議員の議員報酬の額の特例に関する条例の一部改正、介護保険におけるショートステイの
食費の１食単位での設定義務付けを求める意見書、父子家庭支援策の拡充を求める意見書、介護保険制度の安定的な運営の
ための対応を求める意見書、若者雇用を巡るミスマッチ解消を求める意見書、介護保険料軽減に向け、国及び京都府に対し
取組強化を求める決議 可 　 　 決

[意見書・決議
下欄参照]

○ ○ ○ ○ ○ ○

東日本大震災で発生したがれきの受入れに関する決議、京都市子ども医療費支給制度に関する決議 ○ × ○ ○ ○ ○

原子力発電に依存しないエネルギー政策への転換と再生可能エネルギーの普及拡大に関する決議 ○ × ○ ○ ○ ×

戸別所得補償制度の見直し等、農業政策の立て直しを求める意見書、技能労務職への職員の採用の再開に関する決議 ○ × × ○ ○ ○

技能労務職への職員の採用等に関する条例の制定

否 　 　 決

× × × × ○ ○

関西電力・大飯原子力発電所の再稼働を行わないよう求める意見書、消費税の増税中止を求める意見書、東日本大震災で発
生した災害廃棄物の受入れに関する決議 × ○ × × × ×

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
が
れ
き
の
受

入
れ
に
関
す
る
決
議

国
の
責
任
に
お
い
て
、
科
学
的
な
知
見
に

よ
り
放
射
能
の
影
響
を
検
証
し
、
放
射
線
量

の
測
定
等
十
分
な
体
制
を
整
え
、
処
理
費
用

を
国
が
負
担
す
る
こ
と
、
ま
た
、
安
全
な
最

終
処
分
地
を
確
保
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
関

西
広
域
連
合
の
示
し
た
基
準
を
参
考
に
し
て

安
全
と
判
断
さ
れ
る
災
害
廃
棄
物
の
早
期
受

入
れ
を
検
討
す
る
よ
う
、
京
都
市
に
対
し
て

強
く
要
請
す
る
。 　

な
お
、
受
入
れ
に
際
し
て
は
、
岩
手
県
及

び
宮
城
県
の
が
れ
き
に
つ
い
て
、
運
搬
、
焼

却
及
び
埋
立
て
の
情
報
を
開
示
し
、
国
及

び
京
都
市
が
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
履
行
し
、

地
域
住
民
に
理
解
を
求
め
る
努
力
を
す
る
べ

き
で
あ
る
。

技
能
労
務
職
へ
の
職
員
の
採
用
の
再
開
に

関
す
る
決
議

市
長
は
、
技
能
労
務
職
の
在
り
方
や
民
間

委
託
化
を
は
じ
め
と
す
る
技
能
労
務
職
業
務

の
再
構
築
に
関
す
る
方
針
に
お
い
て
直
轄
業

務
と
し
て
維
持
す
べ
き
と
判
断
し
た
２
業
務

（
ご
み
収
集
、
道
路
河
川
等
維
持
管
理
）
の

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
、
市

会
に
お
け
る
議
論
を
経
て
、
理
解
を
得
る
な

ど
、
十
分
に
説
明
責
任
を
果
た
す
よ
う
強
く

求
め
る
。 

今
後
は
、
京
都
市
人
材
活
性
化
プ
ラ
ン
及

び
京
都
市
職
員
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
指

針
の
取
組
状
況
を
定
期
的
に
市
会
に
報
告
す

る
こ
と
。

京
都
市
子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
に
関
す

る
決
議

１　

 

受
診
機
会
の
多
い
低
年
齢
層
に
対
し

て
、
京
都
市
独
自
の
努
力
に
よ
り
、
限

ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
に
配
分
す
る
な

ど
、
１
年
１
年
検
証
す
る
中
で
、
現
実

的
か
つ
計
画
的
な
制
度
拡
充
に
努
め
る

こ
と
。

２　

 

１
箇
月
の
通
院
分
が
３
０
０
０
円
を

超
え
る
償
還
払
い
制
度
を
見
直
し
、
速

や
か
に
高
額
療
養
費
制
度
と
同
様
に
、

３
０
０
０
円
ま
で
の
窓
口
負
担
と
す
る

こ
と
。

３　

 

子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
の
拡
充
は
、

子
ど
も
の
命
を
守
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
、
ま
た
、
子
育
て
世
代
の
負

担
軽
減
策
と
し
て
、
国
の
責
任
に
お
い

て
、
全
国
一
律
の
制
度
を
創
設
す
る
よ

う
、
国
に
求
め
る
こ
と
。

原
子
力
発
電
に
依
存
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
へ
の
転
換
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
拡
大
に
関
す
る
決
議

第
一
に
、
国
や
電
力
事
業
者
に
対
し
て
、

当
面
は
、
既
設
の
火
力
発
電
所
等
の
活
用
に

よ
る
必
要
な
供
給
力
の
確
保
と
電
力
需
要
の

低
減
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
る
と
と
も
に
、

必
要
最
低
限
の
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
を

行
う
場
合
で
あ
っ
て
も
、
原
子
力
発
電
所
の

安
全
性
の
確
保
と
立
地
地
域
の
住
民
の
同
意

を
得
る
こ
と
を
大
前
提
と
す
る
こ
と
を
強
く

望
む
。

第
二
に
、
国
に
対
し
て
は
、
原
子
力
発

電
所
の
で
き
る
限
り
早
期
の
全
廃
に
向
け
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
抜
本
的
な
転
換
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
推
進
の
た
め

に
必
要
な
助
成
措
置
、
規
制
緩
和
等
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
発
電
部
門
や
電
力
小
売
部
門

の
自
由
化
を
進
め
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

第
三
に
、
本
市
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
消
費

地
で
あ
る
こ
と
を
深
く
自
覚
し
、
市
民
、
事

業
者
等
と
一
体
と
な
っ
た
徹
底
し
た
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
や
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
拡
大
及
び
地
産
地
消
に
向
け
た
先
駆
的

な
取
組
に
つ
い
て
、
最
大
限
の
支
援
を
行
う

こ
と
と
す
る
。

委員会の新体制が決まりました！
◎
△
加
藤　

盛
司
（
自
民
・
中
京
）

○
△
井
坂　

博
文
（
共
産
・ 

北 

）

○
△
隠
塚　
　

功
（
民
主
・
左
京
）

○
△
曽
我　
　

修
（
公
明
・
伏
見
）

　

△
寺
田　

一
博
（
自
民
・
上
京
）

　

△
加
藤　

あ
い
（
共
産
・
左
京
）

　
　

田
中　

明
秀
（
自
民
・
西
京
）

　
　

山
本　

恵
一
（
自
民
・ 

北 

）

　
　

吉
井
あ
き
ら
（
自
民
・
山
科
）

　
　

く
ら
た
共
子
（
共
産
・
上
京
）

　
　

倉
林　

明
子
（
共
産
・
中
京
）

　
　

青
木
よ
し
か
（
民
主
・
右
京
）

　
　

山
本
ひ
ろ
ふ
み
（
民
主
・
伏
見
）

　
　

湯
浅　

光
彦
（
公
明
・
右
京
）

　
　

吉
田　

孝
雄
（
公
明
・
上
京
）

◎
玉
本
な
る
み
（
共
産
・ 

北 

）

○
中
川　

一
雄
（
自
民
・
伏
見
）

○
国
本　

友
利
（
公
明
・
左
京
）

　

井
上
与
一
郎
（
自
民
・
右
京
）

　

繁　
　

隆
夫
（
自
民
・
伏
見
）

　

寺
田　

一
博
（
自
民
・
上
京
）

　

井
坂　

博
文
（
共
産
・ 

北 

）

◎
中
野　

洋
一
（
民
主
・
東
山
）

○
西
村　

義
直
（
自
民
・
西
京
）

○
佐
々
木
た
か
し
（
京
都
・
中
京
）

　

下
村
あ
き
ら
（
自
民
・
下
京
）

　

富　

き
く
お
（
自
民
・
山
科
）

　

吉
井
あ
き
ら
（
自
民
・
山
科
）

　

く
ら
た
共
子
（
共
産
・
上
京
）

◎
山
本　

恵
一
（
自
民
・ 

北 

）

○
河
合
よ
う
こ
（
共
産
・
西
京
）

○
山
本
ひ
ろ
ふ
み
（
民
主
・
伏
見
）

　

大
西　
　

均
（
自
民
・
左
京
）

　

小
林　

正
明
（
自
民
・ 

北 

）

　

桜
井　

泰
広
（
自
民
・
左
京
）

　

橋
村　

芳
和
（
自
民
・
伏
見
）

西
村　

善
美
（
共
産
・
右
京
）

青
木
よ
し
か
（
民
主
・
右
京
）

天
方　

浩
之
（
民
主
・
西
京
）

今
枝　

徳
蔵
（
民
主
・
下
京
）

大
道　

義
知
（
公
明
・ 

南 

）

村
山　

祥
栄
（
京
都
・
左
京
）

宮
田
え
り
こ
（
共
産
・
山
科
）

山
中　
　

渡
（
共
産
・
下
京
）

小
林
あ
き
ろ
う
（
民
主
・
上
京
）

松
下　

真
蔵
（
民
主
・
山
科
）

井
上　

教
子
（
公
明
・
下
京
）

湯
浅　

光
彦
（
公
明
・
右
京
）

井
上
け
ん
じ
（
共
産
・ 

南 

）

加
藤　

あ
い
（
共
産
・
左
京
）

鈴
木
マ
サ
ホ
（
民
主
・
左
京
）

久
保　

勝
信
（
公
明
・
山
科
）

津
田　

早
苗
（
公
明
・
伏
見
）

江
村　

理
紗
（
京
都
・
右
京
）

　

３
月
27
日
の
本
会
議
で
常
任
委

員
会
及
び
市
会
運
営
委
員
会
の
委

員
を
選
任
し
、
本
会
議
後
に
開
会

し
た
合
同
委
員
会
で
正
副
委
員
長

の
互
選
を
行
い
ま
し
た
。
各
委
員

会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
＝
委
員
長 

○
＝
副
委
員
長 

△
＝
理
事

　

常
設
の
委
員
会
で
、
条
例
な
ど
の
議
案
や
請
願
・
陳
情
の
審
査
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
が
担
当
す
る
市
の
事
務
に
関
す
る
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
会
内
部
の
連
絡
交
渉
な
ど
の
た

め
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
本
会

議
の
議
事
運
営
を
は
じ
め
会
議
規
則
、

議
長
の
諮
問
事
項
そ
の
他
市
会
の
運

営
に
つ
い
て
協
議
を
し
ま
す
。

（
所
管
）

行
財
政
局
、
総
合
企
画
局
、
産
業
観
光
局
、
会
計
管
理
者
、
選

挙
管
理
委
員
会
、
人
事
委
員
会
及
び
監
査
委
員
の
所
管
に
属
す

る
事
項
並
び
に
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
し
な
い
事
項

（
所
管
）

環
境
政
策
局
及
び
文
化
市
民
局
の
所
管
に
属
す
る
事
項

（
所
管
）

保
健
福
祉
局
及
び
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項

※  

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
地
域

政
党
京
都
党
京
都
市
会
議
員
団
の

村
山
祥
栄
議
員
及
び
み
ん
な
の

党
・
無
所
属
の
会
の
清
水
ゆ
う
子

議
員
が
参
加
。

市
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

経
済
総
務
委
員
会

く
ら
し
環
境
委
員
会

教
育
福
祉
委
員
会

（
定
数
15
人
）

（
定
数
13
人
）

（
定
数
13
人
）

（
定
数
13
人
）

◎
中
村
三
之
助
（
自
民
・
上
京
）

○
隠
塚　
　

功
（
民
主
・
左
京
）

○
青
野　

仁
志
（
公
明
・
中
京
）

　

内
海　

貴
夫
（
自
民
・
東
山
）

　

田
中　

英
之
（
自
民
・
右
京
）

　

椋
田　

隆
知
（
自
民
・ 

南 

）

　

岩
橋
ち
よ
み
（
共
産
・
右
京
）

西
野
さ
ち
子
（
共
産
・
伏
見
）

樋
口　

英
明
（
共
産
・
左
京
）

宮
本　
　

徹
（
民
主
・
右
京
）

吉
田　

孝
雄
（
公
明
・
上
京
）

中
島　

拓
哉
（
京
都
・ 

南 

）

清
水
ゆ
う
子
（
み
・
無
・
伏
見
）

（
所
管
）

都
市
計
画
局
及
び
建
設
局
の
所
管
に
属
す
る
事
項

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
定
数
13
人
）

◎
平
山
よ
し
か
ず
（
公
明
・
西
京
）

○
田
中　

明
秀
（
自
民
・
西
京
）

○
と
が
し　

豊
（
共
産
・
左
京
）

　

加
藤　

盛
司
（
自
民
・
中
京
）

　

島
本　

京
司
（
自
民
・ 

南 

）

　

髙
橋
泰
一
朗
（
自
民
・
伏
見
）

　

津
田　

大
三
（
自
民
・
中
京
）

　

山
元　

あ
き
（
自
民
・
右
京
）

　

北
山
た
だ
お
（
共
産
・
山
科
）

倉
林　

明
子
（
共
産
・
中
京
）

片
桐　

直
哉
（
民
主
・ 

北 

）

安
井
つ
と
む
（
民
主
・
伏
見
）

山
岸
た
か
ゆ
き
（
民
主
・
伏
見
）

曽
我　
　

修
（
公
明
・
伏
見
）

谷
口　

弘
昌
（
公
明
・
伏
見
）

ひ
お
き
文
章
（
公
明
・ 

北 

）

森
川　
　

央
（
み
・
無
・
西
京
）

（
所
管
）

消
防
局
、
交
通
局
及
び
上
下
水
道
局
の
所
管
に
属
す
る
事
項

交
通
水
道
消
防
委
員
会
（
定
数
17
人
）


